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保育センター通信

保育センターホームページにも掲載して

います！

和光市HP > 健康と福祉 >
こども福祉 > 保育センター

プリントアウトされた保育センター通信が必要な方は、

保育センター、市役所保育サポート課、

各子育て世代包括支援センターへお越しください。

お問い合わせ：和光市 保育センター 〒351-0104 埼玉県和光市南2-3-3 みなみ保育園２F TEL：048-483-4407 FAX：048-483-4408

なめたり打ち鳴らしたり、素材を確かめる

ことを繰り返し、やがて構造して遊ぶよう

になります。

創造力、集中力、空間認知力などを育むこ

とができる遊びです。

今回は、多くの保育園で取り入れられている「おままごと」と「積み木」について

ご紹介します。

どんな
ねらい

がある
の？

積み木

おままごと

自分主体の再現あそびから、

客観的に役を演じるごっこ

遊びに発展していきます。

想像力、言葉の発達、社会性

などを育むことができる遊び

です。

保育園入所までにしておくと良いこと

初めての集団生活となるお

子さんには、日頃から子育て

支援センター等の活動に参

加するなど、他の子や大人と

関わる機会を作りましょう。

お子さんと一緒に通園

時間やルートの確認を

しておきましょう。

子どもの体調不良や緊急

時に対応するための対策

を検討しておきましょう。

ファミリーサポートセンター

の利用を考えている方は、

事前登録が必要となりま

す。利用開始日前までの日

にちに余裕をもって手続き

を行いましょう。

室内あそび保育園の

和光市では、保育の

質の向上のための研修を行っております。

研修の詳細な内容を保育センターHP に掲載して

いますのでぜひご覧ください。

お鍋やお皿が◎。

微細な動きが未発達な小さな
子ほど、本物と同じサイズの

０，１，２歳の時期には、1人でじっくり遊ぶ
経験を積み重ねることが大切です。

イメージをもって構造できるように
なったら、途中段階のものは
崩さずに、断続してあそび
続けることで、さらにあそびが

見立てられる

することで、

色々な物に

材料を用意

子どもの想像力が広がります。
広がっていきます。


